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1I. 世界宗教の現在
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マイノリティの宗教
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『金枝篇」にいたる一連の研究のなかで彼は，ア

ボリジニの信仰をとりあげている．しかし，彼は

これを魔術的な儀式とみなし，本当の意味での宗

教的儀礼ではないと位置づけた．つまり，フレー

ザーは，アボリジニの信仰実践を，人間の宗教的

活動のなかでもっとも単純で，発達していない幼

児的なものとみたのであり，この見解は，その後

長い間，多くのアボリジニ研究に影響を与えるこ

とになった（フレーザー， 1966-67).

このような状況が大きく変化するのは， 1900

年代に入ってからであった.1912年に出版され

たデュルケム (Durkheim,E., 1858-1917)の「宗

教生活の原初形態」は，アボリジニの信仰を宗教

としてとりあげる価値のあるものとして扱った初

めての研究であった．デュルケムは，アボリジニ

のトーテミズムにとくに注目し，その内容につい

て細かく叙述し，分析した（デュルケム， 1975).

そして彼は，原初的で野蛮といわれてきたアボリ

ジニの信仰は，決して非合理的でなく，理解不可

能な迷信でもなく，科学的，社会的に説明可能で

理解可能な宗教であることを示した．そしてそれ

とともに，宗教，とくにトーテミズムがいかにア

ボリジニの社会の統合を維持し，強化するような

社会的機能を果たしているのかについて明らかに

したのである．これは，レヴィ＝ブリュル

(Levy-Bruhl, L., 1857-1939)がアボリジニの宗

教的実践について，われわれ文明人の思考とは根

本的に異なる別系統の思考体系である（レヴィ・

ブリュル， 1953), としていたのとは対極ともい
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(I) アポリジニ宗教への視線一その歴史的展開

オーストラリアの先住民であるアボリジニの

人々については，人類学をはじめとして 19世紀

初頭から学問的興味がもたれてきた. 18世紀末

にこの大陸にやってきた外来者は，裸で石器を使

ぃ，狩猟をおこなうアボリジニを「発見」した．

彼らの目にはその姿は典型的な野蛮人と映った．

アボリジニは野蛮で社会進化の程度の低い人々，

と理解され，それゆえに学問的には，人類の社会

と文化の進化の道筋を知る目的に重要な貢献とな

ると考えられた．より単純で原始的な社会を理解

することによって，自分たちの社会のなりたちを

理解しようとする進化論的立場であった．

アボリジニの宗教的世界観やその実践について

も，事情は同様であった．そもそも彼らの実践を

「宗教」として捉える認識は欠如していた．アボ

リジニの儀礼などを含む信仰は，原始的で，魔術

的，呪術的なものにすぎず，宗教としては考える

ことのできない，取るに足らないものとされてい

た．当時の進化主義的な宗教についての理解で

は，こうした魔術的実践から進化していくことに

よって，複雑で洗練された合理的思想である「宗

教」にいたるとされた．このような宗教について

の理解のあり方には，フレーザー (Frazer,J.G., 

1854-1941)のトーテムを中心とする研究が大き

く影響を与えている. 1800年代末に展開された

アポリジニ113.1 



図1 アボリジニの絵画

える研究であった．こうして，デュルケム以降，

アボリジニのトーテミズムを含めた宗教的な実践

の全体を「宗教」として捉える立場が広がってい

くことになった．このようなデュルケムの研究に

実質的な基礎と与えたともいえるモース

(Mauss, M., 1872-1950)の研究もまた，無視さ

れるべきではないだろう（デュルケム＆モース，

1969). 彼らが学問的協力関係にあったことはよ

く知られている事実であるが，モースはアボリジ

二の宗教的実践についての呪術的，儀礼的活動に

ついて細かく検討し，データを重ねた．このよう

な基盤の上にデュルケムの思考は構築されたとい

える．また，モースのこうした研究は，のちに構

造人類学に影響を与えることとなっていった．

一方で，デュルケムがアボリジニ社会の文化に

注目したのは，それまでの研究者と変わらず，進

化主義的な理解を基盤としていたゆえであること

は間違いない．彼がアボリジニ社会をとりあげた

のは，アボリジニがもっとも基礎的な社会組織を

もち，もっとも原初的な宗教信仰と実践をもつ社

会の実例であると考えたからであった．当時，ア

ボリジニ社会は初期的なクラン（氏族）を中心と

する，きわだって単純な社会組織であると広く信

じられていた．このような人類のもっとも単純な

◆ 13. マイノリティの宗教◆

社会がどのように機能するかがわかれば，複雑な

われわれの社会についても理解できると考えられ

た．つまり，デュルケムの研究は，アボリジニの

宗教を初めてまじめに，魔術としてではなく「宗

教」として扱ったという意味で非常に重要であ

り，特筆されるべきものだが，しかし同時に，と

ても単純で原初のもの，として扱っていたことも

あわせて指摘しておかねばならないだろう．しか

し，そのことをさしひいても，デュルケムがアボ

リジニの魔術的と思われていた実践を初めて宗教

として，つまり，われわれの思考と地続きのもの

として捉え，考察した功績は大きい．そして，デ

ュルケムのこの研究の影響は 30年以上も続いた

のであった．

デュルケムの思想をオーストラリア人類学に紹

介したのは，ラドクリフ＝ブラウン (Radcliffe-

Brown, AR., 1881-1955)であった．彼は， 1926

年から 1931年のあいだ，シドニー大学の初代の

人類学主任教授となり，親族関係をはじめとする

社会組織の研究を重視して行ったことはよく知ら

れている．この時代，ラドクリフ＝ブラウンの学

問的立場や研究動向は，オーストラリアの人類学

に大きな影響を与えた．彼が社会組織の研究を第

ーとし，宗教についての研究は二次的なものとし

ていたことが，オーストラリア人類学の宗教研究

にもたらした影響は大きかった．彼の弟子たちを

はじめとするオーストラリア人類学の研究の多く

が社会組織を中心とし，宗教研究には力が注がれ

ることがなかったのである．

こうしたなかにあって，宗教実践に注目しその

研究を集中的に行ったのが，ストレロウ

(Strehlow, T.G.H., 1908-78)だった．彼は，中央

砂漠アランタの人々の宗教の調査を行った．彼

は，ルーテラン教会の宣教師の子供として生ま

れ，アボリジニのためにつくられた中央砂漠のハ

ーマンスバーグ・ミッションで育った．そうした

なかで彼は流暢なアランタ語を習得するととも

に，なかなかキリスト教化しないアボリジニの独

自の宗教的な世界観を理解しようと努め，アラン

タの人々の宗教的実践の理解に大きな成果を挙げ

た (Strehlow,1947). 
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◆ n. 世界宗教の現在◆

しかし，彼のようなある意味では例外的な研究

者を除いては， 1950年代になるまで宗教はアボ

リジニ文化の本当に中心的なものとして考えられ

ることはなかったといってよい．彼らの宗教的信

仰，神話，儀礼は実は洗練され，豊かなものだっ

たのだが，それが認知される機会は残念ながら訪

れなかった．

(2) アボリジニ宗教についての理解の展開

1950年代に入って以降，このようなアボリジ

二の宗教研究に変化がみられるようになる．とく

に， 1961年にキャンベラで行われた学会で，ア

ボリジニの宗教が大テーマとしてとりあげられた

ことが， 1つのターニングポイントだったともい

われている．この学会で発表されたある論文を契

機として，アボリジニ全体に共通する普遍的な宗

教的世界観があるか否かについての議論が巻き起

こった．アボリジニの宗教的世界観にはいずれ

も，天上の存在が主たる存在としてあり，精霊は

二次的存在としてあるとして，そのような信仰の

あり方がアボリジニ社会に普遍的だと論じられ

た．これに対し，ストレロウらは批判を展開し，

中央砂漠には土地の精霊はいるが，天上の存在は

ないことを指摘し，そのようなアボリジニ社会に

普遍的な宗教的世界観はないと論じた．

この議論の意味は，アボリジニの宗教に普遍的

に天上神の概念があるかないか，ということの真

偽にあるのではなかった．この議論によって人々

の興味がアボリジニの宗教的世界観に向き，彼ら

の社会を理解する上で，宗教についての理解が本

質的で必須であることがようやく認識されるよう

になったことが重要であった．当時，シドニー大

学の二代目の主任教授であったエルキン (Elkin,

AP.) もこの論争に参加し，宗教を理解すること

がアボリジニの思考の理解に通じる中枢的なもの

であることを強調した.1964年には，首都キャ

ンベラにその後のアボリジニ研究を活性化してい

くことになる国立先住民研究所 (Australian

Institute of Aboriginal Studies)が設立されたが，

その設立には，アボリジニの宗教研究を推進した

スタナー (Stanner,W. E. H. , 1905-81)が大きな

役割を果たしたのである．

(3) アポリジニの宗教世界ースタナーの貢献

この時期に行われた研究のなかでも 1950年代

から 1960年代に出版されたスタナーの一連の著

作は，アボリジニの宗教についての理解に大きく

貢献したものとして特筆される．彼に従い，以下

にアボリジニの宗教の特徴をまとめてみよう

(Stanner, 1979他）．

I)精霊とドリーム・タイム

アボリジニの世界の秩序は，精霊が介在するこ

とによって成立している．精霊は複数いるが，そ

の間に上下関係はなく，とくに他を圧倒するよう

な存在，つまり，善悪の裁定を下す神のような存

在はいない．しかし，世界は精霊に満ちており，

その活動の痕跡が無数にあると考えられている．

世界と人間は，はるか昔の創世の時代にこうし

た精霊の活動を通して形づくられた．こうしてつ

くられた現在の存在すべては，自明であり，疑問

の余地がない．世界が形づくられた時代が「偉大

な創世の物語」， ドリーム・タイムとよばれる時

代である．精霊の活動の結果としてでき上がった

現実の具体的な世界は，精霊の残した痕跡にあふ

れているわけである．アボリジニの宗教におい

て，風景は，単なる風景ではなく， ドリーム・タ

イムの偉大な出来事の「印」の集積である．

こうして，「ドリーム・タイム」の出来事の結

果として，すべてのものと人間は，現在のような

姿に，よい性質と悪い性質の両方をそなえたもの

として，定められたのである．そのため，彼らの

概念には，過去に不足はなく，過去・現在• 未来

のあいだの緊張もな<'反対に完全なる未来に対

する憧れもないといわれる．

このように，アボリジニの宗教では，人間は精

霊の活動によって定められたものであり，その結

果，「犠牲」のような自己を捨てる行為はない．

また，恩寵や贖罪，内的平和や清めの観念，天

国・地獄の概念はなく，預言者，聖人も存在しな

い．彼らは，必然的に人生には苦痛の経験がとも

なっていると考えている．それも最初にそのよう

に定められたことなのである．したがって，自発
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的に苦難を引き受けたからといって，徳にはつな

がらず，来世の利益にもつながらない．同じよう

に，道徳的自由や堕落といった概念もない．

また，アボリジニの宗教には，明確な宗教的倫

理や信条がない．つまり，道徳的な意味での明確

な原則をもたず，精霊もまた，非常にあいまいな

道徳的性格しかもたない．しかし，神話のいくつ

かのものは道徳的であり，また，儀礼は道徳性と

精神性を人々にもたらすものと考えられている．

このように，アボリジニの神話は， ドリーム・

タイムの，偉大な創造の物語である．神話は世界

観を表し，世界の秩序を与える．神話では，特定

の場所の痕跡が，物語が起きた証拠としてとりあ

げられ，それがその土地を領有する正当性のよす

がとなる．人々は，歴史的，神話的，物質的，そ

して本質的に，神話のなかに現れる存在，場所，

出来事とつながっている．これらのつながりと，

それを基礎とする権利を象徴するのがトーテムで

ある． トーテムとは，世界の永遠の秩序とそれを

制定した精霊たちによる出来事の「記憶のよす

が」となるような動植物や自然現象であり，特定

集団の成員を統合する印である． トーテムは，生

きている人間と，「物語」の登場人物，場所，出

来事との間の，歴史的，神秘的，具体的なつなが

りを表すものとされる．

アボリジニにとって，以上のような精霊とのつ

ながりは，単純に個人的な知識の獲得の結果では

なく，儀礼によって初めて可能となる．人間と神

話的世界との関係は，儀礼で繰り返し再現され，

個人がその世界観，集団と土地との間の調和的な

関係を内在化することを可能にするのである．儀

礼はそのようにアボリジニの宗教にとって中枢的

な役割を果たし，儀礼主義ともよばれるゆえんと

なっている．儀礼は，また道徳的訓練の場であ

り，教育の場である．儀礼の経験は若い参加者に

一定の効果をもつと考えられている．彼らの内的

生活を深め，神秘の感覚を高め，神話的権威に対

する恐れを知り，仲間の感覚をつくりだす．儀礼

を経験することは，「男性性のしるし」を与える

意味をもつとされる．しかし，アボリジニの儀礼

では，とくに何も教えられたり学んだりしない．

◆ 13. マイノリティの宗教◆

ただ参加し，ただ座っているだけである．質問を

して学ぶということもない．儀礼はそれについて

語るものではなく，行うものなのである．

2) ドリーミングという概念

スタナーは，このようなアボリジニの宗教の基

本的特徴として「ドリーミング」にとくに注目し

た．それは，アボリジニの宗教的世界観の総体

が，この言葉で表すことが可能であると考えたか

らである． ドリーミングは，世界が永遠の存在で

ある精霊によって現在のような姿に形作られた偉

大な創世の時代を意味する．その時代に祖先の精

霊は，あちらこちらを旅して回り，土地に対して

精神的力を表した．その力や行動の軌跡は，あち

らこちらの場所や動植物にこめられ，またその行

動によって，道徳，社会概念，儀礼，法，言語な

ども決まっていった．また， ドリーミングは，所

属クランのメンバーシップや個人のトーテム，個

人と土地とのつながりなど，個々人のあり方につ

いても具体的に規定するものである．アボリジニ

の人々にとってこのドリーミングの時代は，過去

なのだが，現在でもあり，リアリティでもある．

ずっとそこにある時代であり，彼らの存在の基盤

である．そして，彼らはこのドリーミングの時代

を表す儀礼を通じて精神的世界に入り込むことが

できるとする．儀礼では精霊の行動を踊りや歌で

今に表すだけでなく，彼ら自身が本当にその存在

にもなる．それによって，精霊たちが形作ったす

べてのもの，土地，動植物と「つながる」ことが

可能になる．彼らは儀礼によって， ドリーミング

の力を内在化する．

このドリーミング， ドリーム・タイムという言

葉をつくったのは，人類学者のスペンサー

(Spencer, W.B., 1860-1929) とギレン (Gillen,

F.J., 1855-1912)である．彼らが調査をしていた

中央砂漠の部族の言葉で，世界が形作られた時期

を意味する言葉の翻訳語としてつくられた言葉で

あった．それがすぐにアボリジニたち自身にも使

われるようになったとスタナーは指摘している．

スタナーは，以下の 4つに分類できる要素が

「ドリーミング」という概念には複合的に含まれ

ていると述べている．
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◆ n. 世界宗教の現在◆

1)祖先の精霊が登場する創世神話．世界や動植

物のなりたちが説明される．

2)神話の中で語られる精霊の活動の痕跡を表す

場所，景観，聖地．

3)神話の中の出来事を契機として生まれた社会

的戒律や儀礼．

4)神話やその出来事を介在して関係づけられる

クランや個人と，特定の自然物との関係． トー

テムとよばれるもの．

つまり， ドリーミングという言葉で包括される

のは創世の物語，聖地，儀礼，戒律， トーテムを

柱とした，人と神話的世界とのつながりの概念全

体なのである．

彼の研究は，人々に総体としてのアボリジニの

宗教生活の特異さと豊かさに気づかせるようなも

のだったといえる．彼はこれまでの聖・俗の二項

対立的理解を離れ，それらがいかに実践や行動の

中に豊かに存在しているのかを明らかにした．そ

して，これまで貧しいものと理解されていたアボ

リジニの宗教が，どのように制度整合的で，独特

で，特化したものであり，豊かな内容をもつもの

かを明らかにしていった．そして，アボリジニの

宗教は，非有神論的で，土地の聖的象徴的特徴を

基礎とする全生活的なものであることが明らかに

なった．

こうして現在では，アボリジニの宗教を「原初

的」なものとするスペンサーの視点をとる者も，

もっとも単純な社会には原初的な宗教があるとす

るデュルケムの還元主義的立場から考える者もい

なくなった．アボリジニの宗教は，豊かな内容を

もつものとして認知され研究されるようになった

のである．

(4) ヨルングの宗教世界

アボリジニはもともと 600部族に分かれてお

り，それぞれの文化的特徴は顕著に異なってい

た．宗教についてもそれは同様であり，そのロー

カルな多様性があった．スタナーがまとめたよう

なある程度の共通性は前提としては語れるが，具

体的な宗教実践については，地域によって，歴史

的経験によって多様に異なっている．したがっ

図2 オーストラリア

て，そのような多様な細かな実践を「アボリジニ

の宗教」と 1つにまとめて語ることには無理があ

るといわざるをえない．ここでは具体的な事例と

して，筆者が調査を行っている北東アーネムラン

ドに暮らすヨルング (Yolngu)の人々の宗教実践

の現在を紹介することにしよう．

I)クランと精霊

ヨルングとは，オーストラリアの北海岸に広が

るアーネムランドとよばれるアボリジニの土地

(Aboriginal Land)の北東部を領域とするアボリ

ジニの地域集団である．アーネムランドは， 1931

年に保護区に指定され， 1977年にはアボリジニ

領となった約10万km2の広大な領域である．遠

隔地にあり，比較的早く保護区指定されたことも

あって，ここでは相対的にアボリジニの伝統文化

がよく維持されている．現在，アーネムランドに

は約20の地域集団にわかれる約2万人のアボリ

ジニが暮らしており，ヨルングはこの地域集団の

うちの1つである．

ヨルングはそれ全体で単一の集団なのではな

く，さらに細かく複数のクラン（父系出自集団）

に分かれている．ヨルング全体では約 50のクラ

ンに分かれる．クランとは，神話を共有する父系

単位である．神話は，創世の時代にアーネムラン

ドの土地を現在のような景観につくりあげ，動

物，植物，人々をそれぞれの土地に生み出した精

霊たちの創世の物語である．

精霊は複数いて，さまざまな場所で，多様な活
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動を行った．精霊たちは，アーネムランドを縦横

無尽に旅した．彼らの道筋は川や谷になり，彼ら

が血を流したところは，赤い粘土の地層になっ

た．こうしてつくられたそれぞれの特徴的な地形

について，そしてそこに現れたり，生み出された

りした動植物や自然現象について，精霊は歌をう

たい，踊りをおどって，儀礼を行ったという．ま

た彼らは旅の行程とともに話す言葉も変えた．そ

して彼らは，その土地に生み出した人々に，その

地で話した言葉特徴的な地形と自然現象，動植

物を含む特定の地域を与え，その責任ももたせ

た．これらを精霊から受け取った人々が現在のそ

れぞれのクランの始祖である．クランは父系であ

り，子供はすべて父のクランに属する．ョルング

の人たちの系譜は父系をたどって，神話の精霊ま

でつながる．特徴的な地形は各クランの聖地であ

り，聖地を生み出した精霊の物語全体がクランの

神話であり，神話に現れる動植物や自然現象はク

ランのトーテムであって，それについての歌と踊

りもクランの所有となる．そしてその場所で精霊

が話していた言語（方言）もクランの所有とされ

る．

2)神話とクラン間関係

クラン間の関係には濃淡がある．同じ精霊の旅

を共有しているクラン同士は，関係が深い．ョル

ングの精霊の中でもとくに重要な存在として，ジ

ャンカウ姉妹とよばれる 2人の姉妹とその兄，そ

してバラマとライジュングとよばれる 2人の男が

いる．彼らはそれぞれが，神話の時代に広範囲に

東アーネムランドを旅した．ジャンカウ姉妹は，

それぞれの地域でキャンプをし，歌と儀礼ととも

にその地をいくつものクランに与えて回った．バ

ラマも同じように，仲間のライジュングに命じて

別のルートを旅させ，複数のクランに土地と歌と

儀礼を与えた．ジャンカウが旅をして回った道筋

に聖地と土地をもつクラン同士，ライジュングの

旅の道筋に土地をもつクラン同士の間には，それ

ぞれ強いつながりがあり，大きな儀礼はこの単位

ごとに行われるのだが，この単位は半族 (moi-

ety) とよばれる．ジャンカウの旅の道筋に土地

をもつクランは， ドゥワ (Dhuwa)半族に属し，

● 13. マイノリティの宗教◆

バラマたちの旅の道筋に土地をもつクランは，イ

リチャ (Yirritja)半族に属するのである．ヨル

ングの社会組織のもっとも基礎的単位であるクラ

ンは，半族の下位に位置する．半族は，クランを

まとめる単位であるだけでなく，ョルングの人々

とその世界全体は，動植物を含めすべてのものが

この2つにわけられる．それもまた，二組の精霊

の旅の内容や出来事にしたがって分類されてい

る．

3)儀礼と神話

同じ精霊の旅を共有するクラン同士は，共同し

てその精霊の儀礼を行う．例えばガラとよばれる

ドゥワの儀礼の主要なテーマはジャンカウ姉妹で

あり， ドゥワ半族のクランすべてが参加して行わ

れる．姉妹が各地をめぐり人々を生み出し， トー

テムとなるものを集めていった神話を模して，姉

妹を表す身体装飾を施した男たちが踊る．儀礼

は，基本的に非公開であり，成人儀礼を済ませた

男性しか参加を許されない．しかし，儀礼の最終

日には公開儀礼が行われる．儀礼の終結に先立

ち，男たちはジャンカウ姉妹念模して身体装飾を

し，踊りながら人々の家をめぐり，贈り物を受け

取っていく．これは，ジャンカウ姉妹が各地を旅

し，それぞれの場所で動植物を集めていったとさ

れる神話を表している．そして，最終日には儀礼

場に全員が集まる．女性たちも含め， ドゥワ半族

の者は全員が身体装飾をする．そしてクランごと

に分かれて儀礼場で踊り，クランごとのまとまり

で地面に寝転び全員でシーツをかぶる．姉妹を模

している男たちは踊りながらその周りを回り，そ

れぞれのクランの名前をよびながらシーツをはが

し，横たわっている人々を次々と起こしてゆくの

である．これは，姉妹が旅の道筋で人々を生み出

していった行為を象徴的に踊りの中で再現してい

るという．

このように，ヨルングの人々にとって儀礼は，

神話に関わる集団の知識を現在に表出し，共有，

継承する機会となっていることがわかる．それと

同時に，神話を共有する複数のクランは，儀礼で

そのことを確認し，互いのつながりを実感をとも

なう形で改めて確認する機会ともなっている．
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図3 アポリジニの儀礼

4)女性と宗教

アボリジニの女性は，宗教的世界から排除され

ているといわれ，その理解は広くいきわたってき

た．女性は神話的宗教的知識をもたない，世俗の

存在とされてきた．ヨルングでも儀礼の中枢部分

からは女性が排除される．儀礼を進行させ，決定

し，歌をうたい，中央で踊るのはすべて男性であ

り，女性の儀礼への関わりは周縁的なものにすぎ

ない．神話に関わる知識は男性のものという了解

は男女ともに共有されている．しかし，その一方

で女性たちは，儀礼のための準備を整え，儀礼の

進行に合わせて多様な役割をこなす．男性のみの

儀礼の場合にも，女性たちはそのそばでキャンプ

をしており，儀礼の歌は聞こえてくる．ところ

が，女性たちはあくまでも，聞こえず，知らな

い，という態度をとりつづける．女性の宗教的知

識が皆無であれば，儀礼の準備も，補助的であれ

儀礼に関わることは不可能である．女性たちは儀

礼の進行に合わせてすべての必要な装飾具や食料

を準備するからである．つまり，女性たちはこれ

まで理解されてきたように宗教的世界から切り離

された，世俗の世界だけにいる存在なのではな

く，宗教的世界とのつながりをもち，それを認知

しているといえる． しかし，男性を中心とする儀

礼において，女性としての役割を自他ともに認識

し，女性は神話に関わらない，女性は知らない，

とする建前を維持することを重視しつづけている

のである．

(5) 宗教をめぐる現代の動向

I)多様性についての認識

アボリジニは文化的に普遍ではなく，部族によ

る多様性が大きかった．しかし，それにもかかわ

らず，アボリジニは 1つの共通したもの，と捉え

る立場が初期の人類学には圧倒的に多く，アボリ

ジニの宗教については長<'一律のものとして語

られてきた．その多様性は省みられてこなかった

のである．しかし，先にも述べたように「1つの

アボリジニ宗教」を語るのは，厳密には不可能と

いえる．

これまでに，何人もの研究者が多様性を整理

し，類型化を試みてきた．例えば，バーント

(Berndt, R.M.)は， 1974年に北部，中央部，南

東部，北東部という地理的な 4分類を試みてい

る．他にもエルキンの 3分類，ピーターソン

(Peterson, N.)の2分類など類型化の試みはあっ

たが，いずれも完全ではなかった．このような試

みを経て，現在では宗教についての単純な地域的

区分は不可能であり，それだけアボリジニの宗教

類型は多様で複雑であると理解されるようになっ

ている．同じ特徴をもった 1つの宗教としてまと

めず，複数形の宗教として考えることが1980年

代にはいって，むしろ一般的とされるようになっ

たといえる．

2)芸術と宗教

アボリジニの宗教的信条，神話，儀礼は芸術

（踊り，歌，描画的表現）と強いつながりをもつ

ことは，以前より注目されていたことであった．

とくに樹皮画，岩壁画，身体装飾などは，儀礼の

場面で使われ，神話の内容にかかわるものである

という文脈で調査されてきた．しかしその関係は

20世紀末に大きく変化し，現在さらに影響を強

-366-



めつつある．

1970年代に，アボリジニ芸術の新しい潮流が

現れた．中央砂漠のパパニャという町で始まった

アクリル絵画の動きは， 1980年代から 90年代に

オーストラリア中央部の多くのコミュニティに広

がった．これらの芸術は 1980年代の終わりから

徐々に国内外からの注目を集めるようになり，国

際市場が注目する芸術として大きく展開してき

た．これによって，中央砂漠以外のアボリジニ芸

術も国際的な評価が高まってきている．

アクリル絵画は当初，伝統的な儀礼や神話のコ

ンテキストから離れた，宗教とは直接関係のない

「芸術」として捉えられてきた．しかし，国際市

場で取引される芸術は，ローカルなコンテキスト

の神話や彼らの宗教的世界観に基づいている．っ

まり，アボリジニ芸術は，いずれも彼らの宗教的

世界観とのかかわりを強く維持しているのであ

る．反対に芸術というメデイアによって，外部社

会にアボリジニの独自な宗教的世界を伝えること

になっているという側面は無視できず，またアボ

リジニ社会内部においても，宗教を内在化する新

たなメデイアとしての芸術が顕在化してきた，と

もいえる（窪田， 2011). これは，宗教という視

点からみても，新たな展開とみることができるだ

ろう．

3)伝統と変化一土地権，キリスト教

アボリジニの社会は，長い間，歴史のない存在

として記述されてきた．伝統社会の多くを，かつ

てからそのままで変化のないものとして語る西洋

主流社会の見解が，いわゆる「伝統社会」から歴

史を剥奪してきたことは，現在では広く認識され

ていることであるが，アボリジニ社会についても

事情は同様であった．その中で，彼らの宗教につ

いてもまた，ずっと変わらずにあり，変化のない

ものとして記述されてきたのだが，その間違いは

近年になってようやく意識されるようになった．

現在では，アボリジニの具体的な生活実践は，新

たな要素との交渉の連続であり，そのなかで彼ら

は試みと，創造と，発達を繰り返してきた，とい

う理解がされるようになっている．

そして現在，われわれが立ち会っている変化の

◆ 13. マイノリティの宗教◆

1つは，土地の概念についての変化である．アボ

リジニの宗教的世界観では，精霊は，神話ととも

にその活動の痕跡が残る「場所」を人々に与えた

とされる．これが， 1960年代，先住民の土地権

運動が活発化して以降，アボリジニは特定の場所

と神話によって強い紐帯をもつという理解を基礎

とし，アボリジニと「土地」との精神的つながり

という概念が強化された．つまり，土地について

中心的なのは宗教的概念であるという理解が，土

地権運動の基礎となってきたといえる．そして，

1992年に最高裁がアボリジニの先住権を認めた

画期的なマボ判決において，アボリジニの土地と

の精神的紐帯が正式に先住権の基礎として認めら

れた．これは，アボリジニの宗教にとっての新た

な変化ということができるだろう．

もう 1つ指摘できる大きな変化は，アボリジニ

の宗教以外の宗教との交流である．キリスト教の

ミッションが19世紀から，地域によっては20世

紀からアボリジニの同化に中心的役割を果たして

きたことはよく知られる事実であるが，アボリジ

二の宗教とこれらキリスト教の各宗派との宗教的

な交流についてはこれまであまり注目されたこと

がなかった．アボリジニの部族間での宗教交換に

ついてはすでに記述があったことを考えると，外

来の要素は「伝統的」なものではなく，社会崩壊

であるとする見方がここにも現れていたといえる

だろう．しかし，近年には，例えば，原理主義的

キリスト教の一派や，ペンテコスタルなどの動き

がアボリジニの宗教のなかにとりこまれ，新たな

儀礼の形を生んでいるなどの報告がみられ，「ア

ボリジニのキリスト教神学」として，キリスト教

の教義についてアボリジニ流の解釈をしようとす

る動きなどが現れているのである (Swain& 

Rose, 1988; 窪田， 2006).

4)女性の欠落と土地権

先にもふれたように，アボリジニ社会では広

く，女性は社会の中心的役割から排除され，従属

的な役割におかれている，という理解がされてき

たといってよい．なかでも宗教分野は男性のも

の，とする理解は広く受け入れられていた．

しかし， 1970年代にはフェミニズム人類学の
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影響がオーストラリアにも及ぶようになり，ジェ

ンダー概念が調査に適用されるようになると，女

性は女性だけの，男性を排除するような神話に関

わる儀礼をもち，女性も主体として宗教的世界観

と直結していることが明らかになってきた (Bell,

1983). それでも，「アボリジニの女性は宗教や神

話にかかわる知識をもたない」とする一般的な了

解の影響力は現在も強い．そのため，土地権や先

住権の主張において女性が不利となるような事例

が現れるようになっている．そもそも男性の研究

者が多く，神話は男性の知識とされていたため，

女性の知識については調査されず，記述されてい

ない．女性たちも，女性の知識を男性に語ること

には抵抗がある．その結果，女性の土地との「精

神的つながり」が軽視され，土地権が認められる

ようになった社会状況の中で，女性が経済的に不

利益を被るような状況が問題となっているのであ

る (Brock,2001) . 

このように，アボリジニの宗教についての認知

は，単なる呪術であるとするかつての社会進化主

義の見方から始まり，現在みられる展開まで，ア

ボリジニのおかれた社会的文脈と複雑にかかわっ

て，大きく変化してきたことがわかるし，またさ

らに今後も多様な展開をみせることが予想でき

る.1980年代以降，オーストラリア社会におけ

るアボリジニをめぐる社会的，政治的状況は彼ら

の権利を認め拡大する方向へと大きく変化してき

た．そのなかにあって，アボリジニの宗教をめぐ

る状況も，彼らの宗教についての認識も，学問的

な興味のあり方も大きく変化してきた．現在のオ

ーストラリアの文脈では，オーストラリアの独自

かつ代表的な文化要素としてアボリジニの文化に

期待と注目が集まっているのであり，そしてなか

でも，その宗教がアボリジニ文化の中枢的な文化

として注目されている．そうしたアボリジニをめ

ぐる国内的，国際的状況の中で，アボリジニの宗

教は変化しつづけているのである．
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＇巧・2 北アメリカ先住民
スチュアート ヘンリ

北アメリカの先住民は，アメリカ合衆国とカナ

ダに広く分布しているが，イヌイト・ユッピク

（エスキモー）の文化はグリーンランドとチュク

チ半島にも広がっているので，この 2つの地域
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